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（
仮
称
）
を
創
設
す
る
こ
と

は
非
常
に
意
味
が
あ
る
と
考

え
る
。
た
だ
、骨
子
の
中
で
、

現
行
制
度
に
つ
い
て
は
「
関

係
府
省
の
研
究
機
関
と
連
携

し
」と
い
う
文
言
が
あ
る
が
、

新
た
に
創
設
す
る
制
度
に
関

す
る
記
述
に
は
「
関
係
府
省

と
の
連
携
」の
文
言
が
な
い
。

現
場
レ
ベ
ル
で
連
携
し
て
い

て
も
、
担
当
府
省
に
認
め
ら

れ
な
い
こ
と
が
あ
る
た
め
、

是
非
追
記
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

◇
「
準
国
家
計
量
標
準
」
と

い
う
名
称
に
つ
い
て
は
、
も

う
少
し
工
夫
し
て
も
よ
い
の

で
は
な
い
か
と
思
う
。

【
ユ
ー
ザ
ー
の
需
要
の
把
握

及
び
優
先
順
位
付
け
を
行
う

委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て
】

◇
ユ
ー
ザ
ー
の
需
要
を
踏
ま

え
て
計
量
標
準
の
整
備
を
進

め
て
い
く
こ
と
に
つ
い
て

は
、
経
済
産
業
省
の
視
点
で

は
産
業
や
経
済
へ
の
効
果
が

重
視
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る

が
、
計
量
標
準
は
基
礎
研
究

等
、
学
術
的
に
果
た
し
て
い

る
役
割
も
大
き
く
、
科
学
の

進
歩
に
も
大
き
く
寄
与
し
て

い
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
需

要
も
取
り
入
れ
て
い
た
だ
き

た
い
。

◇
産
総
研
の
中
に
国
際
計
量

研
究
連
絡
委
員
会
が
設
置
さ

れ
て
お
り
、
ほ
と
ん
ど
の
関

係
府
省
、
研
究
機
関
が
参
画

し
、
計
量
標
準
に
関
す
る

様
々
な
事
項
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
る
。
計
量
標
準
に
関

す
る
総
合
調
整
機
能
を
充
実

す
る
た
め
に
は
、
既
存
の
こ

の
よ
う
な
会
議
に
つ
い
て
、

計
量
行
政
審
議
会
と
の
リ
ン

ク
を
取
る
な
ど
位
置
づ
け
を

明
確
に
し
つ
つ
、
活
用
す
る

こ
と
も
一
案
と
考
え
る
。

【
お
こ
と
わ
り
】資
料
中「
報

告
書
（
案
）
の
ポ
イ
ン
ト
」、

「
視
点
・
配
慮
点
」「
現
状
」の

項
目
は
省
略
し
ま
し
た
。

Ⅰ
．
計
量
標
準
供
給

1
．
現
行
制
度
の
問
題
点

茨
国
家
計
量
標
準
機
関（

※
）
を
頂
点

（
中
核
）
と
し
た
計
量
標
準

供
給
体
制
を
整
備
す
る
必
要

性　
我
が
国
の
計
量
標
準
の
開

発
・
供
給
は
欧
米
に
比
し
て

遅
れ
て
い
た
が
、
知
的
基
盤

整
備
計
画
に
基
づ
き
、
加
速

的
に
計
量
標
準
の
整
備
・
供

給
を
進
め
て
い
る
。
国
際
競

争
に
勝
ち
抜
く
こ
と
の
で
き

る
事
業
環
境
と
技
術
力
を
確

保
す
る
た
め
に
は
、
今
後
と

も
一
層
、
計
量
標
準
の
開
発

と
そ
の
供
給
体
制
を
充
実
す

る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　
ま
た
、
今
日
で
は
、
認
定
・

認
証
、
先
端
研
究
開
発
、
技

術
的
法
規
制
等
の
新
た
な
分

野
に
お
い
て
、
供
給
が
必
要

と
な
る
計
量
標
準
が
急
速
に

増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
次

の
よ
う
な
問
題
点
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。

①
計
量
標
準
に
係
る
法
の

「
経
済
産
業
大
臣
」
の
役
割

は
、
か
つ
て
は
、
旧
通
商
産

業
省
内
の
知
的
基
盤
課
及
び

旧
計
量
研
究
所
等
が
担
っ
て

い
た
が
、
省
庁
再
編
及
び
産

業
技
術
総
合
研
究
所
の
独
立

行
政
法
人
化
に
よ
っ
て
、
経

済
産
業
省
知
的
基
盤
課
及
び

N
M
I
J
が
担
う
体
制
と

な
っ
た
。
ま
た
、
独
立
行
政

法
人
制
度
の
基
本
的
な
考
え

方
と
し
て
、
本
省
は
企
画
、

独
立
行
政
法
人
は
実
施
を
担

い
、
本
省
は
独
立
行
政
法
人

が
行
う
べ
き
業
務
を
法
や
中

期
目
標
と
し
て
明
示
す
る
と

い
う
仕
組
み
に
な
っ
た
。

　
こ
の
仕
組
み
を
よ
り
効
果

的
・
効
率
的
に
実
施
す
る
た

め
、
企
画
と
実
施
に
つ
い
て

両
者
の
役
割
分
担
を
明
確
に

し
、
再
整
理
す
る
必
要
が
あ

る
。
ま
た
、
対
象
と
す
る
分

野
の
急
速
な
広
が
り
や
新
た

な
課
題
に
対
応
し
て
、
N
M

I
J
が
担
う
べ
き
業
務
を
中

期
目
標
等
に
位
置
付
け
る
必

要
が
あ
る
。

②
国
家
計
量
標
準
を
適
時
適

切
に
整
備
す
る
た
め
に
は
、

経
済
産
業
大
臣
の
供
給
機
能

を
担
う
N
M
I
J
の
み
で
は

資
源
が
不
足
し
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
法
律
に
規
定
さ
れ

て
い
る
日
本
電
気
計
器
検
定

所
及
び
指
定
校
正
機
関
（
他

府
省
傘
下
を
含
む
研
究
機
関

等
）
と
い
っ
た
先
進
的
な
知

見
や
技
術
を
も
っ
た
機
関
と

の
連
携
強
化
が
必
要
と
な
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
我
が
国

に
は
、
英
、
独
等
と
比
較
し

て
、
国
家
計
量
標
準
整
備
を

全
体
と
し
て
開
発
・
供
給
す

る
た
め
の
枠
組
み
が
な
く
、

総
合
調
整
機
能
が
弱
い
。

③
海
外
主
要
国
の
う
ち
英
、

独
等
で
は
、
C
I
P
M
／
M

R
A
に
則
り
、
計
量
標
準
の

維
持
に
責
任
を

有
す
る
機
関

（
国
又
は
中
核

的
な
国
家
計
量

標
準
機
関
：

）
が
、
国

内
の
適
切
な
機

関
を
N
M
I
と

し
て
指
定
し

（

）（
第
8
図
及
び
別
添
1
）、

そ
れ
ら
の
N
M
I
（

）
が
ど
の
量

（
分
野
）
を
所
掌
す
る
か
を

定
め
、
計
量
標
準
整
備
の
総

合
調
整
を
行
っ
て
い
る
。
我

が
国
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ

う
な
体
制
が
明
確
で
は
な

い
。

※
N
M
I
（
国
家
計
量
標
準

機
関
：

）：
産

業
、
通
商
、
社
会
で
必
要
と

さ
れ
る
試
験
、
検
査
や
分
析

の
結
果
に
国
際
同
等
性
を
証

明
す
る
技
術
的
根
拠

を
与
え
、
先
端
技
術

開
発
や
産
業
化
の
基

盤
と
な
る
、
計
量
標

準
を
開
発
・
供
給
す

る
中
核
的
機
関
。
計

量
標
準
の
維
持
に
責

任
を
有
す
る
国
又
は

中
核
的
な
N
M
I
は

「
」
と
呼
ば
れ
る
。

（
2
6
2
3
号
の
つ
づ
き
）

◇
規
制
緩
和
は
、
緩
く
な
る

と
か
い
い
加
減
に
な
る
と
か

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る

が
、
本
来
は
、
厳
し
い
基
準

の
ま
ま
主
体
が
官
か
ら
民
に

移
行
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
に
よ
り
不
利
益
が
も
た
ら

さ
れ
る
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
と

い
う
こ
と
は
、
如
何
に
社
会

が
安
全
と
安
心
を
違
っ
て
捉

え
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
。

安
全
と
安
心
は
違
う
。
社
会

が
何
を
求
め
て
い
る
の
か
に

応
え
る
こ
と
も
重
要
。
行
政

機
関
が
実
施
し
て
い
た
検

査
・
検
定
に
つ
い
て
、
第
三

者
機
関
に
よ
る
認
証
と
す
る

と
き
に
は
、
当
該
機
関
を
ど

の
よ
う
に
管
理
・
監
督
し
て

い
る
の
か
と
併
せ
て
説
明
し

て
い
か
な
い
と
、
信
頼
や
安

心
感
が
得
ら
れ
な
い
。
監
視

強
化
を
明
記
す
べ
き
。

◇
自
治
体
に
お
い
て
は
、
行

財
政
改
革
の
進
展
に
よ
り
、

今
後
　
年
を
見
据
え
た
と
き

10

に
現
状
の
体
制
が
維
持
で
き

る
か
危
機
感
を
持
っ
て
お

り
、
検
査
・
検
定
の
実
施
方

法
に
つ
い
て
も
変
え
て
い
か

ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
出
て

く
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

そ
の
意
味
で
、
市
場
に
よ
る

監
視
機
能
を
生
か
し
て
い
く

と
い
う
点
は
中
長
期
的
な
ス

パ
ン
か
ら
見
た
と
き
の
自
治

体
に
お
け
る
計
量
行
政
の
将

来
像
を
示
唆
し
た
も
の
で
、

時
宜
を
得
た
も
の
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

◇
制
度
設
計
に
あ
た
っ
て

は
、
検
査
・
検
定
の
対
象
は

真
に
必
要
な
も
の
に
絞
る
と

と
も
に
、
特
定
計
量
器
の
使

用
者
を
含
む
事
業
者
、
自
治

（第三種郵便物認可）（5） 2006年（平成 18年）3月26日（日）第 2624 号

体
及
び
国
の
責
務
の
明
確

化
、
民
間
の
検
定
機
関
等
の

責
任
の
明
確
化
・
罰
則
の
強

化
並
び
に
自
治
体
の
立
入
検

査
の
充
実
・
強
化
と
い
っ
た

枠
組
み
で
考
え
て
い
た
だ
き

た
い
。
ま
た
、
離
島
な
ど
の

特
殊
事
情
が
あ
る
地
域
に
お

け
る
検
定
等
に
つ
い
て
、
効

率
的
に
行
え
る
よ
う
柔
軟
な

対
応
が
で
き
な
い
か
御
検
討

い
た
だ
き
た
い
。

【
国
家
計
量
標
準
の
開
発
・

供
給
に
お
け
る
役
割
分
担
に

つ
い
て
】

◇
産
総
研
が
業
務
を
実
施
し

や
す
く
す
る
こ
と
が
国
全
体

に
と
っ
て
有
益
で
あ
り
、
そ

の
意
味
で
、
経
済
産
業
大
臣

と
産
総
研
と
の
権
限
や
役
割

分
担
を
明
確
に
す
る
こ
と
は

意
義
が
あ
る
。

【
準
国
家
計
量
標
準
制
度

（
仮
称
）
に
つ
い
て
】

◇
計
量
標
準
の
整
備
に
つ
い

て
、
準
国
家
計
量
標
準
制
度

【3月 26日】過去の『今日の計量新報ニュース』
<TODAY>▽〈JQA〉 平成 17年度技能試験（音
響・超音波）のご案内▽〈環境省〉 電気用品のリ
ユースについて（PSE法関連）▽〈島津製作所〉
第 22回国際計量計測展 INTERMEASURE 2006
（4/5 ～ 7 東京）に出展▽〈all about〉東京でソ
メイヨシノ開花▽〈経産省〉総需要電力量速報
（2006年 1月分 ）▽〈大阪府〉小学校計量出前
教室▽〈日本NCSLI〉2006 年度第 15回日本
NCSLIフォーラム（計測標準フォーラム第4回合
同講演会）発表者の募集案内
<しばらく掲載>▽〈計工連〉安全保障貿易に
係る輸出管理の厳正な実施について▽〈日本ガス
機器協会〉ホームページをリニューアルしました
▽〈新光電子〉物流計測機メジャーボーイ 2（多
連秤装置特許取得第 3249055 号）を掲載▽
〈NITE〉化学物質と上手に付き合うには▽〈日
本適合性認定協会〉第 90回品質認定委員会報告
▽〈JQA〉 金属製アクセサリーに含有する鉛等、重
金属類の分析を行っています▽〈気象庁〉3 月23
日は世界気象デー▽〈経産省〉開催通知・2005
年度第 2回計量行政審議会▽〈経産省〉家庭用塗
料の工業標準化法違反について▽〈東京都〉保健
所で石綿健康被害者認定申請等の受付を開始▽
〈精密工学会〉 精密工学会各賞の受賞候補者を募
集中！▽〈ガス機器検査協会〉第二種電気工事士
受験対策講習会開催のご案内▽〈寺岡精工〉「2006
ニューバランスフェア」、大阪個展からスタート

します▽〈経産省〉「新たな時代における経済上
の連携に関する日本国とシンガポール共和国と
の間の協定」の相互承認に関する規定に基づく
「適合性評価機関」の登録▽〈計測自動制御学会〉
計測制御エンジニア推薦認定 資格審査応募要領
▽〈アドバンテスト〉韓国におけるテスト・ハン
ドラ特許侵害の審決について▽〈気象庁〉増え続
ける大気中の温室効果ガス　－世界気象機関
(WMO) が温室効果ガス年報の刊行を開始しまし
た▽〈環境省〉「第 60回全国野鳥保護のつどい」
参加者募集中▽〈産総研〉ナノ切削が進行する様
子・ナノスケール切削加工のリアルタイム観察に
成功▽〈アタゴ〉展示会出展情報▽〈NITE〉平
成 16年度事故情報収集制度報告書の販売を開始
しました▽〈朝日〉爆笑問題に文部科学大臣賞、
芸術選奨の受賞者発表▽〈計工連〉計量計測機器
の生産状況（平成 17年 4月～ 12月分）▽〈東科
協〉環境機器展のご案内▽〈オムロン〉3月 21
日-23 日に中国・上海で開催される「electronica 
& Productronica China 2006」に出展いたします
▽〈経産省〉電気用品安全法の経過措置の一部終
了に伴う対策について〈佐藤計量器〉防水型食品
用温度計SK-250WPIIシリーズ3機種発売します
〈NMIJ〉第 2回NMIJ 計測クラブ会議写真集▽
〈気象庁〉さくらの開花予想（第 2回）▽〈理化
学研究所〉骨粗鬆症の骨の破壊をとめる新たな治
療法を確立▽〈松下電工〉㈱松下電工創研、東京
研修所を秋葉原ＵＤＸに移転

第
3
W
G
の
報
告
書（
案
）茨

3
月
　
日
開
催
、経
済
産
業
省
別
館
1
0
2
8
会
議
室

10

イギリスの計量標準制度

アメリカの計量標準制度

ドイツの計量標準制度

計量法改正動向丸わかり！
2005年度

http://www.keiryou
-keisoku.co.jp/hou-
kaisei2005/hou-
kaisei-top.htm

別添1　海外主要国の計量標準制度

第
1
W
G
に
関
す
る
第
3
回
計
量
制
度

検
討
小
委
員
会
で
の
主
な
御
発
言
芋

第8図　海外主要国の国際相互承認協定（CIPM／MRA）
Designated NMI
との契約Designated NMIPrincipal NMI

（designateをする者）
有（CERI）NICT,CERINMIJ（日本）
有CANONNIST（アメリカ）
無LGC,NEL,NWMLNPL（イギリス）
有BAM,UBAPTB（ドイツ）

第
3
W
G
に
関
す
る
第
3
回
計
量
制
度

検
討
小
委
員
会
で
の
主
な
御
発
言

（
次
号
以
下
に
つ
づ
く
）

日本の計量標準制度
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